
                                        第７回あいち住宅耐震改修事例コンペ                                                                 

 愛知建築地震災害軽減システム研究協議会 

応募事例 
【工法の種類】ＧＨハイブリッド工法+構造用合板

（上下空）裏桟無工法、構造用合板+筋交工法 

【応募者名】 

株式会社アースデザイン設計 
■名古屋市 Ｈ邸 延べ床面積：１３８．３８㎡（41.9 坪）                                                 

建築年：昭和 49年 在来軸組工法 土壁工法 日本側葺き 

木造２階建 面積内訳 1階 77.53 ㎡、2階 60.85 ㎡  

    

 

改修前 Ｘ方向 Ｙ方向 改修後 Ｘ方向 Ｙ方向 

２階 0.4５ 0.７４ ２階 1.2７ 1.４３ 

１階 0.１６ 0.４２ １階 1.５６ 1.４８ 

 

■施工例 耐震工事費用 402 万円 屋根含む（税込） 

■工事期間：３ヶ月８日間 

・屋根の軽量化（土有日本瓦→ガルバ鋼板立ハゼ葺き） 

・ＧＨハイブリッド工法＋構造用合板上下空：４ヶ所 

・構造象用合板工法：９ヶ所 

・S 筋交い３０×９０：１ヶ所 

・W 筋交い45×９０：１ヶ所・筋交い 45×９０：１ヶ所 

・一部基礎増し打ち補強 ：２７尺・金物補強：１１２ヶ所 

＜耐震性・経済性＞ 

この建物は、南側の二階が載っている部分の一階の有効な壁は

非常に少なく、玄関から居間に入る二間引き違い戸が 2 階から

の荷重で完全に開かない状態であった。そのＸ方向の診断値が

0.16 で二階を支える有効な壁が少ないことと南北壁の偏芯が

非常に大きくバランスの悪い建物であった。改修補強はバラン

スを考慮して、ＧＨハイブリット工法と在来の筋交及び構造用

合板の補強を行った。特に2階が載る居間南側の4枚引き戸の

部分に採光を損なわないように、45*90のＷ筋交とその間にツ

インカーボを入れ、その左右の引き戸と一体にした。外壁改修

工事に合わせて金物補強を外周部から行い、２階は屋根の軽量

化をしたことで壁補強無しで補強値を上げることが出来た。 

 雨漏りをしていた屋根も改修出来、リフォームに合わせて設

備の全面改修と軽くなった大屋根にはソーラーパネルをの設置

が出来ました。 

＜ 改 修 前 ＞

 ＜30×90両筋交い＞  

＜ 改 修 後 ＞

 ＜30×90両筋交い＞  

＜補強工事＞ ＜改修前＞ ＜改修後＞ 


